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カ タグ ロ ミ ドリメ クラガメが トビイロウンカの

増殖 に及ぼす影響

寺本 健 ・横溝徽世敏(長 崎県総合農林試験場)

Effect of Cyrtorhinus lividipennis on the increase of the brown planthopper, 
Nilaparvata lugens. Takeshi TERAMOTO and Kiyotoshi YOKOMIZO (Nagasaki 
Agricultural and Forestry Experiment Station, Isahaya, Nagasaki 854)

トビイロウンカの飛来侵入量とその後の発生量には,

必ずしも明らかな関係はなく,本 種の増殖率の年次変動

の要因として,気 温,日 照等の環境要因や雌成虫の短翅

型発現率が示唆 されている(寒 川 ・渡邊,1989)。

長崎県において,1990年 および1991年 は ともに トビイ

ロウンカの飛来量が多かったにもかかわらず,飛 来量の

割にその後の発生量は非常に少なかった。一方,両 年と

もウンカ ・ヨコバイ類の卵および幼虫の捕食性天敵とし

て知られるカタグロミドリメクラガメ(小 林,1961:末

永 ・中塚,1958)の 発生が多く,ト ビイロウンカの増殖

抑制に関与していると考えられた。カタグロミドリメク

ラガメに関する研究はHINCKLEY(1963),IRRI(1973

:1974),STAPLEY(1976)等 海 外 の 報 告 に 多 い が,日 本

に お い て は 末 永(1963),中 須 賀(1977),中 須 賀 ら

(1988)の 報告 が あ る に す ぎ な い。 そ こで,ほ 場 に お け

る発 生 消 長 調 査 お よ び室 内試 験 に よ り カ タ グ ロ ミ ド リメ

ク ラガ メ が トビ イ ロウ ンカの 増 殖 に及 ぼ す 影 響 に つ い て

検 討 した の で,そ の 結果 を報 告 す る。

な お,報 告 に 先 立 ち,室 内試 験 法 につ い て ご指 導 ・ご

助言 を賜った長崎県農政課中須賀孝正病害虫専門技術員

(現在,長 崎県総合農林試験場病害虫科)に 厚くお礼申

し上げる。

材 料 お よ び 方 法

1.ト ビイロウンカおよびカタグロミドリメクラガメ

の発生消長調査

1990年 お よび1991年 に長崎市船石町の水田において,

トビイロウンカおよびカタグロミドリメクラガメの発生

消長を調査した。1990年 は1ほ 場,1991年 は2ほ 場につ

いて調査した。調査ほ場の耕種概要およびウンカ剤の散

布時期は第1表 に示すとおりである。調査は原則として

1週 間おきに行い,稲 の生育初期には成虫を見取り法,

幼 虫を粘着板払い落し法(粘 着板19.5×27cm,1株3回

払い落し)に より,生 育中期以降は粘着板払い落し法に

より,各 区20株(ラ ンダム10株 ×2地 点)に ついて,

成 ・幼虫数を調査した。

2.室 内 試 験

1990年8月 に水田より採集 し,稲 の芽出し苗で累代飼

第1表 発生消長調査ほ場の耕種概要およびウンカ剤散布時間

1)現 在 長崎県農政課
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育 した トビイロウンカおよび1991年9月 に水田より採集

し,稲 の芽出し苗とトビイロウンカで累代飼育 したカタ

グロミドリメクラガメを供試 した。試験は温度27℃,長

日条件(14L-10D)下 で実施した。

試験1:ト ビイロウンカ増殖抑制効果

1.稲 の芽出し苗を入れたガラス製の円筒型水槽(内

径11cm,高 さ18cm)に トビイロウンカ成虫雌雄各10

頭 とカタグロミドリメクラガメ成虫雌雄各1頭 を同

時に放飼 した区および トビイロウンカ成虫雌雄各10

頭 のみ放飼した区を設けた。処理は各区3反 復とし,

トビイロウンカ幼虫が中齢主体となった放飼23日 後

に水槽内の トビイロウンカおよびカタグロミドリメ

クラガメの成 ・幼虫数 を調査 した。II

.Iと 同 じ水槽に芽出し苗を入れ,ト ビイロウンカ

成虫雌雄各5頭 に,5日 間産卵させた後,ト ビイロ

ウンカを除去 したものに,カ タグロミドリメクラガ

メ雌あるいは雄成虫2頭 を直ちに放飼 した区,トビイ

ロウンカ幼虫ふ化後にカタグロミドリメクラガメ

雌あるいは雄成虫2頭 を放飼 した区およびカタグロ

ミドリメクラガメ無放飼区を設けた。処理は各区3

反復とし,ト ビイロウンカ次世代成虫が出現 し始め

た トビイロウンカ放飼28日 後に水槽内の トビイロウ

ンカの成 ・幼虫数を調査した。

試験2:卵 捕食能力

1.稲 の芽出 し苗3本 を入れ た大型試験管(内 径

2.8cm,高 さ20cm)に トビイロウンカの既交尾雌成

虫を各1頭 放飼し,3日 間産卵 させたのち除去 した。

トビイロウンカ除去後直ちにカタグロミドリメクラ

ガメ雄成虫1頭 を放飼した区およびカタグロミドリ

メクラガメ無放飼区を設けた。さらに,放 飼 したカ

タグロミドリメクラガメは,放 飼7日 後の トビイロ

ウンカ幼虫ふ化開始期に除去 した。処理は放飼区6

反復,無 放飼区3反 復とし,カ タグロミドリメクラ

ガメ除去7日 後に トビイロウンカの幼虫数を調査 し

た。

II.Iと 同 じ大型試験管に芽出し苗を5本 を入れ,ト

ビイロウンカ雌成虫を各1頭 放飼 し,6日 間産卵 さ

せ,除 去 した。 トビイロウンカ除去後,カ タグロミ

ドリメクラガメ雌成虫1頭 放飼区,カ タグロミドリ

メクラガメ雄成虫1頭 放飼区,カ タグロミドリメク

ラガメ雌1頭 十 トビイロウンカ雄1頭 放飼区および

カタグロミドリメクラガメ雄1頭 十 トビイロウンカ

雄1頭 放飼区を設けた。カタグロミドリメクラガメ

放飼5日 後の トビイロウンカ幼虫ふ化開始期にカタ

グロミドリメクラガメおよび トビイロウンカを除去

し た。 処 理 は2～3反 復 と し,カ タグ ロ ミ ドリメ ク

ラ ガメ 除 去4日 後 に トビ イ ロ ウ ンカ の 幼 虫 数 を調 査

した。

試 験3:幼 虫 捕 食 能 力

1.試 験2と 同 じ大 型 試 験 管 に 芽 出 し苗3本 を入 れ,

トビ イ ロ ウ ン カふ 化 幼 虫10頭+カ タグ ロ ミ ドリメ ク

ラ ガメ 雌 あ る い は雄 成 虫1頭 放 飼 区,ト ビ イロ ウ ン

カふ 化 幼 虫20頭+カ タ グ ロ ミ ド リメ ク ラガ メ雌 あ る

い は雄 成 虫1頭 放 飼 区 お よび トビ イ ロ ウ ン カふ 化幼

虫10頭 の み 放 飼(カ タグ ロ ミ ド リメ ク ラ ガ メ無 放

飼)区 を設 け た。 処 理 は各 区3反 復 と し,放 飼 後 毎

日3日 間,ト ビ イ ロ ウ ン カの 虫 数 を調 査 した 。 な お,

4日 目以 降 苗 が 枯 死 した ため,調 査 を打 ち 切 っ た。

II.Iと 同 じ大 型 試 験 管 に芽 出 し苗5本 を 入 れ,ト ビ

イ ロ ウ ン カふ 化 幼 虫 を10頭 ず つ 放 飼 し,カ タグ ロ ミ

ドリメ ク ラ ガ メ雌 成 虫1頭 放 飼 区,同 雄 成 虫1頭 放

飼 区お よ び カ タ グ ロ ミ ド リメ ク ラガ メ 無放 飼 区 を設

け た。 処 理 は各 区5反 復 と し,放 飼 後 原 則 と して毎

日14日 間,ト ビ イロ ウ ン カの 虫 数 を調 査 した 。

結 果

1.ト ビ イ ロ ウ ン カお よび カ タ グ ロ ミ ドリメ ク ラ ガ メ

の発 生 消 長

1990年 に は,1回 防除 区,2回 防 除 区 と も トビイ ロ ウ

ンカ よ り カ タグ ロ ミ ドリメ ク ラ ガ メ の発 生 量 が 多 く,1

回 防 除 区 に お け る ピー ク密 度 は,カ タグ ロ ミ ドリメ ク ラ

ガ メ成 虫 が 株 当 り約10頭,同 幼 虫 が株 当 り約70頭 と高密

度 で あ った 。8月 下 旬以 降 は,両 区 に お いて トビ イロ ウ

ン カお よ び カ タグ ロ ミ ドリメ ク ラガ メ とも に低 密 度 で推

移 し,坪 枯 れ は認 め られ な か っ た(第1図)。

1991年 の ほ 場 で は,ト ビ イロ ウ ンカ とカ タ グ ロ ミ ドリ

メ ク ラ ガ メの 発生 ピー クが よ く一 致 した。 トビ イロ ウ ン

カ成 虫 の 発生 量 は,2回 防 除 区 よ り1回 防 除 区 が 多 く,

株 当 り0.5～1頭 の高 密 度 で 推 移 したが,幼 虫 は9月18

日 を除 き5頭 以 下 の 低 い 密 度 で推 移 した。8月20日 に は,

両 区 と も カ タ グ ロ ミド リ メ ク ラ ガ〆幼 虫 の発 生 量 が 多 く,

トビ イ ロ ウ ンカ幼 虫 の6～7倍 に な っ た。9月18日 に は

トビ イ ロ ウ ン カ幼 虫 の発 生 量 が多 くな っ たが,両 区 と も

坪 枯 れ は認 め られ なか った(第2図>。

1991年 の ほ場2で も トビイ ロ ウ ンカ とカ タ グ ロ ミ ドリ

メ ク ラ ガメ の 発生 ピー ク は よ く一致 した。 無 防 除 区 に お

け る7月23日 の両 種 の密 度 は,ト ビ イロ ウ ン カ幼 虫 が カ

タ グ ロ ミ ド リメ ク ラ ガメ幼 虫 の約4倍 で あ った が,次 世

代 の8月20日 には 逆 にカ タ グロ ミ ドリメ ク ラ ガ メ幼 虫 の

方 が トビ イ ロ ウ ン カ幼 虫 の 約7倍 に な った。 防 除 区 にお
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第1図 トビイ ロウンカ,カ タグ ロミ ドリメクラガ メの発生消 長(1990年)

第2図 トビイロウンカ,カ タグロ ミドリメクラガメの発生消長(1991年,ほ 場1)

↓:薬 剤散布

いても同様の傾向が認められた。さらに,8月20日 の防

除区と無防除区の トビイロウンカ寄生密度は,無 防除区

の方が低かった。ほ場1と 同様に9月18日 には トビイロ

ウンカ幼虫の発生量が増加 したが,両 区とも坪枯れは認

められなかった(第3図)。

2.室 内 試 験

試験1:ト ビイロウンカ増殖抑制効果

トビイロウンカ成虫とカタグロミドリメクラガメ成虫

を同時に放飼 した場合,ト ビイロゥンカの増殖はカタグ

ロミドリメクラガメ無放飼区の約8%に 抑えられた(第
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第3図 トビイロウンカ,カ タグロ ミ ドリメク ラガメの発生消長(1991年,ほ 場2)

↓:薬 剤 散布

第2表 トビイロウ ンカ成 虫 とカタグロ ミドリメクラガメ成

虫同時放飼 による トビイロウンカ次世代幼虫個体数

第3表 トビイロウ ンカ発育 ステージ別 カタグロ ミ ドリメクラ

ガ メ成虫放飼による トビイロウ ンカ次 世代発生個体数

トビ イ ロ ウ ン カ放 飼 数:♀5,〓5,

カ タ グ ロ ミ ド リメ クラ ガ メ放 飼 数:2

d:c検 定 に よ りカ タ グ ロ ミ ドリメ ク ラ ガ メ無 放 飼 区 と99%水 準

で 有意 差 あ り

2表)。 トビ イ ロ ウ ン カ の 産卵 後 に カ タ グ ロ ミ ド リメ ク

ラ ガ メ成 虫 を放 飼 した場 合 は約12%に,ト ビ イロ ウ ンカ

幼 虫 ふ 化 後 に カ タ グ ロ ミ ドリメ ク ラ ガ メ成 虫 を放 飼 した

場 合 は約57%に 増 殖 が 抑 え られ た(第3表)。

第4表 トビイロウンカ卵 期の カタグ ロミ ドリメクラガメ雄成

虫放飼 による トビイロウンカ次世代発生個体数

トビ イ ロ ウ ン カ放 飼 数:♀1,

カ タグ ロ ミ ド リメ ク ラ ガ メ放 飼 数:〓l

a:t検 定 に よ りカ タグ ロ ミ ドリ メ ク ラ ガ メ無 放 飼 区 と95%水 準

で 有 意差 あ り

試 験2:卵 捕 食 能 力

Iで は,カ タグ ロ ミ ド リ メ クラ ガ メ放 飼 区6処 理 区 中

4処 理 で トビイ ロ ウ ンカ の発 生 は無 放 飼 区 の約40%に 抑

え られ た(第4表)。IIで は,カ タ グ ロ ミ ドリ メ ク ラ ガ

ウ ンカ幼 虫 の発 生 が 抑 制 さ れ た区 が み ら れ た。 特 に,カ

タ グ ロ ミ ドリ メク ラ ガ メ雌1頭 十 トビイ ロ ウ ンカ雄1頭

放 飼 区 で は カ タグ ロ ミ ド リメ ク ラ ガ メ無 放 飼 区 の 約28%

で あ った 。卵 捕 食 能 力 は カ タグ ロ ミ ドリメ ク ラ ガ メ雄 よ

り雌 の方 が高 い よ うで あ り,ま た,ト ビ イ ロ ウ ンカ成 虫

が 存 在 す る 方 が 卵 捕 食 能 力 が 高 まる 傾 向 が 認 め られ た

(第5表)。

試験3:幼 虫 捕 食 能 力

1で は,ト ビイ ロ ウ ンカ虫 数 に は ほ と ん ど変 化 が 認 め

ら れ な か っ た(第6表)。IIで は,カ タ グ ロ ミ ドリ メ ク

ラ ガメ雌 成 虫放 飼 区 の5処 理 中3処 理 で トビイ ロ ウ ンカ

の 虫 数 が 半減 した が,同 雄 放 飼 区 で は ほ とん ど変 化 は認
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第5表 トビ イロウンカ卵 期の カタグロ ミ ドリメ クラガメ成虫

放飼 による トビイ ロウンカ次世代発生個体数

トビイロウンカ放飼数:♀1

各処理 区 ともt検 定に より95%水 準 で カタグロ ミドリメクラガ

メ無放飼区 と有意差 なし

め られ な か っ た(第7表)。

考 察

カ タグ ロ ミ ド リメ ク ラ ガ メ は ウ ン カ類 と同時 期 に 日本

へ 飛 来 す る こ とが 明 らか に され て お り(長 谷 川,1968;

飯 島,1973),飛 来 後 トビイ ロ ウ ン カ の密 度 を抑 制 す る

こ と が 報 告 さ れ て い る(中 須 賀,1977;中 須 賀 ら,

1988)。 今 回 の 発 生 消 長 調 査 結 果 か ら,カ タ グ ロ ミ ドリ

メ ク ラ ガ メ は 日本 へ 飛 来 後 トビイ ロ ウ ン カ とほ ぼ 同 じ発

育 速 度 で 水 田 内 に生 息 し,ト ビイ ロ ウ ンカ の 増 殖 に か な

り影 響 を及 ぼ して い る もの と考 え られ る。 トビ イ ロウ ン

カ とカ タ グ ロ ミ ド リメ ク ラ ガ メの 発 生 ピー クの一 致 は,

第6表 トビイロウンカ1齢 幼虫期のカ タグロ ミ ドリメ クラガ メ成虫放飼 による トビイロウンカ

生 き残 り個体数

():生 存率%

各処理区 の生存率は その アークサ イン変換値のt検 定 によ りと もに95%水 準で カタグ ロミ ドリメク ラガ メ

無放飼区 と有意差な し

第7表 トビイロウンカ1齢 幼虫期のカ タグロ ミドリメク ラガメ成虫放飼に よる トビイロウ ンカ

生 き残 り個体数

a:t検 定 によりカタグロ ミドリメクラガメ無放 飼区と99%水 準 で有意差あ り

中須 賀 ら(1988)の 報 告 に も窺 わ れ る。 しか し,1991年

に調 査 した2ほ 場 と も,9月 に 入 っ て か らカ タグ ロ ミ ド

リメ ク ラ ガ メの 密 度 が 急 激 に 低 下 し,そ の 後 トビ イ ロ ウ

ン カの 密 度 が 上昇 した。 この カ タグ ロ ミ ドリメ ク ラ ガ メ

の 密 度 低 下 は,今 回 の 調査 結果 で は トビイ ロ ウ ン カが き

わ め て 低 密 度 に な っ た た め,カ タグ ロ ミ ド リメ ク ラガ メ

成 虫 が 移動 分 散 した もの と考 え られ る。 この よ うに カ タ

グロミドリメクラガメの密度低下後,ト ビイロウンカの

密度が高まる傾向は,中 須賀ら(1988)の 報 告にも認め

られ、カタグロミドリメクラガメを トビイロウンカの天

敵として活用 していく上で考慮すべき点と思われる。

室内試験においてもカタグロミドリメクラガメ成虫の

トビイロウンカ増殖抑制効果が認められた。 しかし,そ

の効果は.主 に トビイロウンカの卵捕食によるものであ
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り,幼 虫 捕 食 に よ る効 果 は か な り低 か っ た。SIVAPRA

-GASAM and ASMA(1985)は,カ タ グ ロ ミ ド リメ ク ラガ

メが トビ イ ロ ウ ン カ幼 虫 よ り卵 を好 ん で捕 食 す る と報 告

し て い る が,今 試 験 で の 幼 虫 捕 食 能 力 はDYCK and

 ORLIDO(1977),SIVAPRAGASAM and ASMA(1985)等 の

報 告 に比 べ て もか な り低 か った 。

ま た,カ タグ ロ ミ ド リメ ク ラ ガメ成 虫 の トビイ ロ ウ ン

カ 卵 お よび 幼 虫 捕 食 能 力 は,い ず れ も雄 よ り も雌 の 方 が

高 い と考 え られ る。 さ ら に,カ タグ ロ ミ ドリ メ ク ラガ メ

成 虫 の 卵 捕 食能 力 は トビ イ ロ ウ ン カ成 虫 の 存 在 下 で 高 ま

る傾 向 が認 め られ,ト ビ イ ロ ウ ン カの 成 虫 あ るい は 幼 虫

の 存 在 に よ りカ タグ ロ ミ ドリメ ク ラ ガ メ成 虫 の 卵 探 検 行

動 は,よ り効 率 的 に な る もの か も しれ ない 。

以 上 の こ とよ り,1990年,1991年 の トビ イ ロ ウ ン カ少

発 生 現 象 の 要 因 と して カ タ グ ロ ミ ドリ メク ラ ガメ が 関 与

して い た と考 え られ る が,日 本 にお い て カ タグ ロ ミ ド リ

メ ク ラ ガ メ が トビ イ ロ ウ ン カの 増 殖 を どの 程 度 抑 制 して

い る の か,ま だ 不 明 な 点 が 多 く,今 後 と も ほ 場 調 査 お よ

び 室 内 試 験 の 積 み 重 ね が 必 要 で あ る 。
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